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「H12年度以降の将来構想について（答申）」後の状況を考慮した新たな試算
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16年度までの実績に基づく12年度以降の将来構想と同様の試算（新たな試算）

（単位：千人・％）

１５年度
実績
１６年度
実績

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 26年度

 18歳人口(A) 1,465 1,411 1,366 1,326 1,299 1,238 1,213 1,181

 高校卒業者数(B)＝(A)×0.8758 1,282 1,235 1,196 1,161 1,138 1,085 1,062 1,035

 現役志願者数(C)＝(B)×(D) 714 688 666 647 635 606 594 580

 （現役志願率(D)） 55.71% 55.66% 55.70% 55.74% 55.79% 55.83% 55.88% 56.10%

 過年度志願者数(E) 141 140 126 92 40 24 24 24

 全志願者数(F)＝(C)＋(E) 855 828 793 739 674 630 618 604

 入学定員(G) 660 651 650 648 647 644 644 650

 入学者数(H) 718 705 704 703 674 630 618 604

 定員超過率(J)＝(H)／(G) 1.09 1.08 1.08 1.08 1.04 0.98 0.96 0.93

 進学率(K)＝(H)／(A) 49.00% 49.94% 51.54% 53.00% 51.91% 50.84% 50.91% 51.16%

 収容力＝(H)／(F) 84.00% 85.11% 88.82% 95.11% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

〔仮定〕　・現役志願率は14～16年度の実績で推移すると仮定
　　　　　　　大学：　毎年0.04%増加
　　　　　　　短大：　変化しない

　　　　　・過年度志願者数は15～16年度の実績で推移すると仮定
　　　　　　　大学：　前年度不合格者数の98.78%　（ただし，最低数２万人）
　　　　　　　短大：　前年度不合格者数の50.00%　（ただし，最低数４千人）

　　　　　・入学定員は15～16年度の実績から試算
　　　　　　　大学：　毎年1,440人増加
　　　　　　　短大：　24年度まで現役志願者数に応じて変動

　　　　　・入学者数は入学定員の1.1倍を上限

大学・短大の収容力１００％
＝２００７年(平成１９年)
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